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面積…26.44k㎡

人口…116,447人（前月比-66）

　男…  55,604人

　女…  60,843人

世帯…  48,961　　

　（平成25年5月31日現在）
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道の駅しらとりの郷・羽曳野の北東
に位置する、健康ふれあいの郷グラ
ウンド・ゴルフ場の一部を夏季限定
（7/20～8/25）で、子どもたちが
お手軽に水遊びができる空間「キッ
ズパーク」に。（着替えを忘れずに！）
関連記事を５ページ下段に掲載。

 医 食 同 源
　羽曳野の特産品であり、私の趣味のひとつ

でもある「赤ワイン」。昨今の赤ワインブーム

のきっかけは、フランス人が先進諸国の中でも脂肪

消費量が多いにもかかわらず、動脈硬化による心疾患

での死亡率がむしろ

低い背景に、赤ワインの消費

量がずば抜けて高いことを指

摘した論文が世に広まったこ

とによると言われています。今

や赤ワインの健康効果は「ポ

リフェノール」による抗酸化作

用だとも知られています。

　

　今日食べた物が、「明日の自分」になる。そう考えると、「医食同

源」という言葉がより深く理解でき、普段何気なく食べている毎日

の食事に、より関心が持てるのではないでしょうか。自ら食べるこ

とに興味をもち、ないがしろにしないことが、楽しく健康を維持し、

それが健康を楽しむことにつながるのではと思っています。

　そして将来、ぶどうの産地である羽曳野が、健康と長寿のまちと

して知られるようになるかもしれません。

　日 、々新たに生まれ変わる喜びを感じながら。

羽曳野市長 北川 嗣雄

先月16 日に府内 6 社のワイナリーが集まり、
「大阪ワイナリー協会」が発足。P19 関連記事

同協会の発足と同時に第 1回目となるワイン会を開催（天王寺都ホテル）


